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　地向斜藩慰域の発黄嚢に関する物懇婁・化学的’機構は，　地球物理学者縁三畿質学者・地球化学罐学の協

同の努力によつてのみ解決される問題である・やがては，地球内部を研究する一つφ総合科学

が形成されねばならない、、い塞は，その方陶へ逢iむために，格蕊理解と情報交換を真剣に考え

ねばならない、、最近，この方向1瓢沿つて，多くの仕事がな毒れてい恐、しかL，憲だこれらの

科学の分離した状態は精算されてはいない．これを精算することが切迫した1…1導題である．

　い窯まで，地球物理学では，地質学の分野で確立され．た法「則を充分弩麹翻、ていなかつた。こ

れは地球物理学者が地質学的データに親しんでいない，というこ、訟によるばか！）でなく，これ

らの学問の方洗がひどく違う蔦と1にも原鰻がある．そこで，地質学者賦）方式は，物理学に麟訳

さ灘、ねばならない．それは，2つの学問をよく舞iつてい懲人だけができる訟とであるが，その

，ような入／洩プご㌢v＼ノ）少なレ・脈

　地質学の特微は，研究する対象紅、虹るものであ恐。それは，実験の可能性はたいへん少なく

て，結論は，・多くの観察された事実に基づいてなされ懲．その最初のデータには，法劉的蔵原

E天1によるものも，偶発的なものも蜜ざつている、、法則性（必然性）と偶然性の弁証法からし

て，あ益時問的趨雅顎的原四については必然的な現象も，より一 般的・基磯ll勺な原灘からみる

と，偶然的であることもある．しかU，そのような一般的・基礎的な原因は，地質学的事実に

は，現われていないことが多い．そのような場合，必然的なものを区別する客観1な／な方法があ

る．それは統計的な方法である．しかし．残念ながら，それも地質学に適用されたものは少な

い、、かくて，地質学的総括には，・研究者の薩感が大きな役割をはたLてレ・恐、，そして，物理学

者は，そこ紅，必要以、ヒに主観主義と証拠の乏し姦を感じズいる、実際，地質学的データを統

計的に扱うことは，それが規準がないことや，完ぺ港でな、いことのために，闘難である．し

かし，時闇がたてば，地質学に統計学を．い）完全鵜利用でき篠ようになるだろう、，

密慶の滋転

　地殻は，地球深部におけるマントルの分化によ！）1生じたシアル物質（醗性から塩基性憲で

の〉が，地表に流出することに、よつて生じる，という考えがある・Lか王㎡㍗これでは，地向斜

地域の地殻の複雑な運動は説明できない．この考えは，軽いシアルのマスの、ヒ昇を，アイソス

タシー一にょる浮上t）としてみてい恐、私遠は，アイソスタシー一は地殻の発達1こたいして，指導

的役割は演じていないと確信1〆ている、私達は，作業仮説として，地、跨斜過程紛説明をしや壌州

いような仮説をもつている。それを，分化説に補．騰する．ことを提、案したい．それは，　麟地球内

部の分化遇程で獄，密度の逆転，すな、わちき軽い物質の皿1。二に璽い物質があるゾ…ンが形成きれ

樹摯，というべP慧一ソフの考えの変形とみ恐こと童、でき愚ようなものである、、1私達は，軽いマ

軸鷺．難、涯Kx芸響難Xlr蛋灘○饗難羅難戴鷹難Φ蕪登鎚瓢蕪篶熊を灘3縣盤（滋（）叡）灘｝鱗磁羅r献鱗燃鶯ξ》瀟黒署鷺《》墓儒蕪
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辱嬢　二大ll箏量！灘実1こ金養飛したが凄　論欝鋸搬な薄野｝捻藁少欝ミした鷺

　た離1難く蒲謹懲麦撫灘わ”ぐ、、鴛離．滋望食疑）議綜籔三は義罠薦楽慧P

！　遜璽“る轍轟た鷲γτは攣辱蓋庸讃糞雛鷺匿タミ綿深紀灘競隷オ、窪轍謙1紅なつ
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グ撃が地球深部から、し舞してくるとき，あるところで停滞し，そこで集まつて，かなり連続的

な水平な層を形成することがあると灘える．このような状態では，重い物質が，その軽いマグ

マの、1二二にび）吟ているわけで凄）る、そのような状態をべ峯霊一ソフに従つて，“密度グ）逆転聾と呼

ノ繕、鎌度の逆転は不安定なもので，それが安定化しようとするた鍵）に，地向余｝地域び）いろいろ

の；現窮幾を導執きおこ壌一も¢）である春

　かんたんに，この現象を説明してみよう．第！図において，上ゲ）κ層が懸体で，密度がど

こでも均一で凶とする．下の羅層が，充分流動性をもつているとすると，系の平衡が乱れ

た揚合，その層は，横に流れ、移イ）て・単衡を懸復しようとする．この時，翻層は液体とみな

すことができる。その密度を轟とする。土台2▽、は常に水平で変化Lないと考える．

毒 謬

　　　　　　　　　　　　乎　　　　　率辱

繭、緬㎡細㎞㎡、ア

鐸ぎ叢鑓　　 2つのノ欝漆〉ら懸曇る1葵試1馨1亀〕ア！ソ業些シー

　詳蓼！図をみ、よ．　識の地域では，　．1ゾ）層の平均の厚さ力竃痢，　下の！韓び）平均の厚さカ＆碗であ

る。とな！！のβの地城で1承，、 ヒの麟と下の層の平均の厚さは，それぞれ携，錫である。　こ

の時，1平衡の条件は次の式のように表わされる、、

　　偽碁ゐ十ζ鞭ζも諜銭認達→一鞠銘懲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！）

ノ墨と君にオδける嬉1さの護蕪，みは

　　み講（偽率磁）一（亀十錫）、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　もし，露の地域よ！ラ義の地域の方が高蕎・ならば，この値は蕉であり，逆ならば負である。

（めと（2）とを一諸にして，式をとくと，

　　継（硫鴫陣義曇一《硫一む墨）（ト・鴇一）・　　　　　　　　　（3）

すなわち，高さの差は，厚さと密度の差に比例する．

　衡、し，愚＞縞（躍層が重．い）ならば，普通のアイソ』スタシー一である。（3〉の試1からわかるよ

うに，この揚合には，葛さは、．ヒの層Kが厚いところび）方が高い（第隻図）．　この条件では，

義の地滅がけずられ，βの地城へ堆積される．凱の揚合，堆積物の密度が鵡の塞象である

とす1る煮，、～繍P層は，逆紅βから．燕の方へ漁鳶れ！移るであろう。かくて，遠の地域¢）κ層はも

ち麦異デら薄L勢君の撮三韻蛇グ）κ／螢は2尤t黛、そL、雌ぐ，灘覚也鎗襲¢）一ヒぴ）層iの導1さのi妻窯は雁・毒くなや，1蔚さ

の差為も小さくなる．地質学的にいえば，運搬や堆積は構造運動より早く行なわれることを

現わしている。，漁とβにおける，． ヒの層の厚さが一l／羨になると，表面は平らにな！），運搬も出

む．もし，堆積物ぴ）密度が，　1ヅ）層よi）若干小さいと，偽と裁（上¢）層の厚さ）が等しくな

るよ参も荊に，表面が平らにな！），運搬がやむ．しかし．，いずれ¢）場合も，君の地域では海退

的な堆積物が形成される．すなわち，深い所では深海堆積物，上の方にゆくにつれて，浅海堆

積物となり，陸成磯1となる。かくて一，轟＞轟のアイソスタシーは運動の？肖滅をみちびく．

　、．L二と彗ぐグ）／鱒の壽餐1斐力＆等芸しいと　（認驚驚冨1），・任濾讐の燐の錫．の肇直について費瀦乙篠至毒轄条虐トは為罵

（）である．麟の境は密度の灘いによるもσ）ではない、、地表面はいたるところ水平であ！l），それ

が外からのファクタ…で平衡でなくなつたとし・ても，それは運搬とか堆積などの過程を経ずに，

それ自身で平衡に｛》どつてしまう．

　もし，偽く鵡　（下グ）膚が．．i．二の層よりも軽い）壺すると，密度の逆転があるわけである　（第2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姦欝一（i22）
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図）。，（3）び）式か1三奏明らカ・なように，嶺＞砺では，ゐは負である。すなわち，表面の高さは

κ腰が薄い所で高くなるであろ今．したがつて，βの地域から運搬され，擁の地域に堆積す

ることになl！），その結果，窯す象す早く，　おの地域が上昇し，護の地域は沈むようになる。

すなわち，地質学者の㌔・うように，運動のコントラストが強くなつてゆく，、滋の地城では海進

が起こつてくる．すなわち，下部よ！）．．ヒ部にゆくにひれて，深海の相が現われてくる．ただ

じ，下の1硬層の粘性が充分大きいとすると，運動のスビードが早くなつて，厚い 様の層

（たとえばそラッセのような）を堆積するであろう。も』堆積物の密慶が認覧’よ！）小さく，

碗よiラ大きいとすると，そのよう触層はすべて陸成堆積物となるであろう．また，　もし堆積

物の密度が晦より小さいときは，海退性堆積物が形成されて，運動は終了する．

　運動のコントラストが強くなる現象は，次のような難つの原因から，やがて、出求るであろ

う．翰．躍け馨，すなわちでグ掌グ）流鄭」哲三は，熱・や揖柔発成分が失われ難とE劃くなる鐙で㌧運動が

、出まる．2）βの地域で，．κ層が全部，　またはほとんど全部運りび園去られてLまう．　の　騰の

地域で，羅麟の厚さ幽は0までなりうる（第3図）．藁）謙yトヲストの強い運動はκ層

に割れ縁をつくる。　それに沿つて，凝が外へ，　火由活動の形で出恐。、すると，それが、1＝ブ）

κ層を、覆い，κ層が…購底のA7までさ漆匙つてしまう．　5）凝が割れ麟に沿つ¶ぐ擁の地塘驚に

入るときに罫露の／i慰5或よ至）も￥葛い諦fへゆき，漫妻弱）力窯漣寡に1転季葵壌皿産婆隠

　最後の群能性を少／．．くわしくみてみよう、，

　、Lの層が厚いβの地域解）は2つの持ち．1が爵た部分擁と為の間に沈み，　そ菰に堆積物ぎ

がた1震る（第4図濾D＆〉、、そこで闘い層κは沈降1し，そこの方がひび害瞬気・をする　（第・絹灘に

示すとおり）．流動性のある　さゑ　すオ£わちマグではその・裂・醤に沿つて浸入する　（・裂願の中¢）鷺三

プフは固い層の中の厩三プみ　　とくに，　議瓦　漁ヱ　に章近キ・ところよβもブくきい）。　亨グ饗・は　ノi蓄の量轡或の

根部でだんだん、裂藏を大きくするだろう。結筒，裂葭は一諸になつて，根部は切鯵とられて沈

み始める（第・茎図藁））．そこで，おの地域に残されたκ層は，い窯では擁，盈／の部分よ賛

も薄くなる．そし、て密度の逆転の法則に。よつて，βの地域は、ま二昇し始め，擁，，高の部分が沈

み始める．切りとられたK層が沈み，βの地域が上昇するため轍は，裂1…1ゐ1こ形成された

マグ学の流入が，第4図の矢印で示された方向に強くなることが必要である。最初は，その割

才しi二1婦議爽く聲撃ク㌧ぞは1覇麗則から弾1『1ダ幾へ翠 ヒの繕妻をランけてノ▽ってくる韓ぞ1湾傷は騨賢則からーひながー）

舞駆茎灘の地域記轡，擁きおはいままでのとは逆濫なつていることに注意．
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l靖‘ノ）幾慧／寵1ζ握｛、大きオLて『毒、るo

て，　まっすぐになむ，嚢の沈降部を狭くしてゆく．　君が、、、1：二昇するとき，　そこが雑灘蜘される．

根部がき鍾）はな撫れ馨とき，そ“）．iゴこ，　もつともしつか！）し、た部分が三鰻井逡三薯）のように残る。

もL、・，この状懇て瑠繍蒲岩マニグヴが冷却すると，典i型的な底！盤をつくるだろう，．

　運動の転換は他の方泌でも起こ1）うる。、基底のNは総tl鞭鳩s油蟹麟鍵と考えて，よい，、も

｛副．，軽い液状の層が擁桑部、．llニヘll．1てしまい（i磯出岩や避芽㌧岩とし．・て），　、 ll二の煽が躍底警の．．雛こ完

1全にのつかつてし磯斐うと，普繊磁グ）アイソ、スタシ嘱一が生じる、、亀、し．爵　し、ばらくし！ぐ要　〆シたたび夢

ξ織｝繍鱒鍵輪驚の．．1二に軽い層があふれてきたl／，縦s痛鋤（翼ぬ鎌き嶺身が灘度の変化などで変わ

つズくると，ふたたび逆転運動が始1，叢る、，

　いままで，　われわれは．上の層を遮続的なやわら力魯誌凝とみなし卵ぐきた、．　しかし，；本灘は，　ブ

騨ック状の構造と考えねばならない．、1ゴこ述べた旛地城鱒とは，動きやすい縫経1で蓮菟されたブ

恥ソクである．縫き鰭というのは，普通狭い地繍で，細かくくだかれたゾーンである、各ヅ鷲ッ

磐ま独1箋の運動が可能で，全体的な大ぎな運動とヵ・ならずしも・T・激し．ない．

　鼠躍飴繋は緯磁覆・沖y＄擁にとつて，大切な計算をした。彼は水平な，璽、・・，やわら

かい板の下から，糊翻1）ある層が流澱 騒現象を理論的に考・察L、．允．彼グ）計算によれば，もL．、，
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下の躍層が薄いならば，その上にあるブ獄ックκの申央部よ1）も，はLの方の下から，瀬

層が流れ出す。そして，その結果，はしの方が沈み，フ議ッ、グκは凸形になる　（第難譲1の、，

反1郵至にヲーFの港ぜ／鱒がヌ肇いとタブ雛ツクκの薩ぐの中畢乏費護のププから轟ぜ／轡が愛熱才む出し，そのは

しの部分は，申央か○）流れてく嶺ものでささえられるので，1制爽部が早く沈み，ブ1街yクは繭

形となる（第饗図熱）．

　このことから，いま一つの運動の転換が考えられる．平らなゴ喰ックが沈むと，とな！）のブ

驚ソクの下へ流動性のある層が蝉Uだされる、この流動性のあ類麟は，始めのうちは充分厚く

ブ鑓ックは向斜状に凹んでいた。ところが，その流動性のある層が消耗するとともに，ブ鐸ッ

クは次第にまつすぐにな峯），ついには逆紅背斜夢ぐ轍凸形となってく惹，，

燐 露

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傘

　　　　　　　　　　　　　　　　館　　毒
　鰹壷　　 壷　　 率　　 牽　　 噺　　 ゆ　　 牽　1

漁㎜㎜㎜㎝卿繍胴輸
義竃　藝　1灘　　 窯ザタ競）漢1濠麟｝メぶ蒸雛無慧鷹襲

　下のノ冨／轡の流鄭擁生そ一の飽が，どこででも1縄篇であ～；）ても，、、無のκ層が部分によ’）て密度

が違う払　現象はもつと複雑であ翫．第《3図において，滋の地域の、、ヒのκ層の密「度が平均

鵡五で，βの地域が轟慧と1｝すると，平衡の関｛系は1欠のよう続な懲．

　　晦鵡工十晦碗牒戯鴫富十錫‘～霧．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（嬬）

薦証さの差みは，

　　幅座許．ψ許　（☆》醒（！一翻　　　　（磐）

　こぎ）式から， 1二の層の厚い鷹の地域の，、しの層の密度顯茎夏が決定的な役割をも、つているこ

とがわかる、，もし，《妬が他の《姦濤，ζ毒よりも小さいとき韓1，携、の地3或捻；地形．．i二藩姦いとこ避異こ

なる（第（3図）。　この地域ではア』イソスタシー平衡が成立している．βの地域では碕急と賦雲

の／臨によつて磐アイソ，ス穿シー耳誓籍か磐≦密壌1の葦逆1簸かがある藁

　もし　擁の地城の燐三が他の欝つよ！）大響いとすると，領の部分1ま沈降し，　露の1表醸より

も低くなる，この場合，鴎では密度の逆転があ！），βではアイソスタシーかダ騰度の逆転か

がある。

　縞ヱが鵡嚢と愚の中樗・雛のとき撰濃の1地メ或では欝　（のの翼驚の輩碁惹に入る、壌体的な数イ薩に、訟

つて，βの地域よ蟄も高いことも，低い瓢ともあiりう葛、窟た驚／露諾（）という表薦が平らなこ

ともあ！）うる．あらゆる場・合について，『構地城がアイソスタシー平衡のことも，密度の逆転の

状態、にあることもある，．

　このような場合，堆積物の密度が流動性のある躍麟，諏参も小さいときは，海退的な堆積が

行なわれ，逆のときは，海進的な幅堆積が行なわれ愚であろう、、

　基底の押が水平であると考えるのは，いろんな議1論の詩に便利であるからである．実際平

衡条件は底副）起伏には関係がない．なぜなら，それは運動が及ばない猷ど深いところにあると

考えているか転である．そのかわ勢，上の層の下側の起伏が大きな役割をはたLている．一置様

に．水平なκ層を溝綾ゴぐ，その中鷺，よ警やわらかい，流動性のある，水平でない層（鍵）が

あると1す嶺と（第？図），躍の．蓬血紅ある闘い層の厚さによつて，そ紛部分がま二を向いた鯵，下

を向いた！）す礁（タ難繁ぴ〉ように）。，

瀦狂…（逸鴛慕）
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學

撫蕪藤撫癩，
鵬？翼i　　一躍譲でない猟｝鳶f誉もつた液状の／難がをチ穐署，、た、運

　　　　鍵む憂｝み錦こ搾くま灘募砧礁艶、1鷺i箔）

　アギヵ綾シー一翠衡釧易論｛、，逆転平’衡の場合も，地殻の大きなヅ貼ソクは，それが統一性

をたもつている間は，その平均比重によつて浮び、、1二つた！），沈んだi、）する．そのフ憶ックが比

葺裟終，厚1さの違つた蒲／タンにこわさ才しると艶葦響調絃ン笥纏｝は膨鋲罫にi彰」きはじy），ま也ヲi蓉⇔量｛犬）はたい

へん複雑になる、これはとくに，逆転平衡のさいにいえる．たとえば，いま第藝図鞍のような

ポ．

欝
　寧　　　喚　　　幸　　　率
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　　　　　　鷺
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饗＄図

　攣・　　　圏　　　　　幸　　序

牽　　　牽　　　　　　　　　　車　　　傘

　　　　　紳　塵　　　ゆ　　　轡　　　極　　　傘　　　　漏

　　　　　　α

ヅ灘ッケ憂舛、柔しで，漫1嚢寒潅た蒲聾繋こ護i係更／諾搬

　導る覇曇分／搬i蓮転勇蟹雛旗三）1翼、践ほ蟄匂

大きなブ貸ックを考えてみよう．もし，浸食によー）て，はしの部分がけずられて，うすくなる

と（第慕ligib），こ1の部分は，他の部分ときりはなされて，．Lへ動く，，溝妻いところで，　密度の

逆転があると，この部分は中央期3よ！）もi蕩く隆起し，分水界をつくり，縫直刀也域を沈1蜂帯にし

て3という堆積物をためるようになる（第釧鋼（3）。1ついに，沈降は中i塾部に及び’，そこに蚤、

堆積物をためる（第鍵灘掃）．

蜜農の難転についての塑温タ

　密度の逆転と，それによる構造運動は天然1謡、みられる．たとえば，岩塩による構造，ダイ

アビル，灘火碁．1など，多くグ）例がある，摺曲や局部的な構造は，密度の逆転が大きな役割をは

たしているミニとが多い、、しかし，このような堆積岩中の密度の逆転の揚合ばかりでなく，地殻

の申，あるいは地殻の下の，より大規模な現象にも密度の逆転がある翁

　私達は，すでに，禽地地域が重力の負の異常をもつていることを溌意した．これは結鹸質基

盤には，軽い物質が広く分布していること轍よる．そのように，広大な軽い物質としては，花

窪鱒一 （12紛



資

繍岩が考えられるだけである．したがつて，（｝または鳶の異常をもっ，のこ！穿ぴ）結騰質基盤は

花闘岩よ騨密なものでなけ恵．ばならない．そこで，花嶺媛の滋入が基盤のルー一フ塞で達しない

ところでは，藁密度の逆転が起こるはずである，それは，A．C．（藤磁雛羅丁．赫語望画y（纂羅2），

M・蕪・繋・欝鱗t（欝灘，葱9灘）の考えである．難繍は，地殻の構造についての従来の考えを変

えねばな．らないような鉱とを考えた、彼は，堆積物被覆層と鑓灘i廊捻》欝の闘に，変成岩

や闘結堆積岩からなる《鶴撫一S磁i鯉蹴瓢裾欝置r》とい勉）を入れた．そして，この層の密度

は多、その下にあ恐器驚磁t賛振》・轄よ摯もプくきいと江縁えた．す画なわち警鷺賦tは奪潜度の這難転は二全：

地殻に普通の現象であると考えた。われわれは，地殻中へ花繍岩マグマが滋入する原園となる

密度の逆転を，部分的，瞬間的なものとし、て，とらえてはいけない．

　鍼．黎擁tは，鈴st一（）r（壌燃魚なマ総嵐潜はs癒麟壌という方法で滋入すゼ浸ご琢えた．それは

第壕図にあげたのに近い方溢驚である．アルプ「スにおける彼の研究はたいへん！麹房曼深いものであ

る．東部アルプスを横切つて作製された重力のブ憶フ）・イルをくわしく解析して，彼は，もっ

とも高い由脈σ）申心部には，就鱒無慕によつて避入した花騰岩底盤がかくされてい楼と推定し

た・第9図に，この揚合を解釈するシ瓢一マを想像してみた　（この揚合，ルーフの運動は考え

　　　　　　　　　　畷欝講
　　　　　　　　　　　　　　奪

裟．1嚇鱒・騨
捻

ま櫛験ド
ヘの麟ゴ1毎

登

　　　　　　　　　　　　　せ

溢

懸鐵纏毒
瓢聾賑ヨ謬
晦ぎ総灘婁

ご

編§　麟　　薦蕪墨アルブ㌧訊窪シ発爆の嚢式賦』魏凱β賦tによる蜷ξ勤タ鴛造鍬1！黛崔の∫建鹸簿導、1｛経護捻1熱一建購吏麟

　　　　　1蜜員 1運婁鋸織よる1挟彗轟と誤慧鎌茎　貸罐妾：遣由簿曇疑〉麗騨鵜慧尋賦蟻鰹7、蕊穿！ソスタシ・一・に，よ慕li選∫懲纂

　　　　　ト・i譲積撫量窯一顯嚇翫総ζ1至灘熈墓撫ry鍵擁驚碧線一琴》無綴魚慧窺誠霞駄3…謬黙瞬藍礁熱y嫁r撚戴

　　　　　欝鷺諏無鷺墨蓬一罫舞段難麟旨器一簗串耳自讐プずツ勢ギく違1続撒1，6ボΨン／1一ノレ亀ン

ていない）“中央の波頭状の部分／蒙，上の層を切し壕つ癖鯉1三マグマ釧三1三力によ1タつく鋸礁

ことは，明らかである、同じ、柔うなことを賛われわれは慧一カサスでみてい灘．敷K．バラバー

ゼの作製した，グルジヤ8）藩石の密度マヅプにおいて，大鷲…カサスに沿つて重い花蹴岩の広い

帯がみられる．この帯の1 1二…心部は3慕葱雛l／lである、、工王／ブノレスはもつとも1塗1な所に相灘する、，

バラバ＿、ゼは重ヵのギータから，工弓／ブルスを通る地殻の構造のプ等：芝ファイルを考えた．計算

にょると，ここには，普通の密度（二≧ま1§副牒のをもつた花縄岩からなる根部が存在している

ことを薄禽している、、ここにも，婁灘いもなく際欝1斐の曇逆転1が墨罫看三づ闘る，、声ずブyの謹欝歪》とも，わオLわ浮匙

は藤就tのように，鑓毒織糠繊撚中に／・滋殻が圧縮されて根部が形成されるとは考えズいない．

わ勲、われは，割れ騰に沿つた翠ントルからのマグ㌣の流れとレて形成されると薦えている．こ

の推定は、地向斜の発達についてのわれわれの考えに基礎をおいてい恐、そのことを述べる前

に，私達は，その考えの出発，夢ミ慧t〆て，窟た．は，その説明のために，事実と法則につい”菱嚇，か

んたんに示すとしよう．

47一 （業27）
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！｝轍縮藷物

　　　ノノ～4，ノ産
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レ＼＼

雛蛾の状鞍

　よく知られているように1，地球のヅく孫玉分はマントノレかξ）なつている。マントノレグ）はし、の部分

を，われ漸．〉れはskI謹驚麟擁艶嚢窪脚と名付けた．その厚さは，大体700難濃で，多分かんらん碧

（脚ri縫（療繍）の成分をも・つているであろう。海水懸下80一驚G轍雀1の断で，鍮1欝Q櫛捻き驚申／こ

はv綴貰o蟹x熱轡）づ一印なわち，，地震波の速度が下がるゾーンノー一がある．＄蔓雛鍵○欝至欝驚よ1，星）深い

マントノレは，流動性がきわめて低い、か，○であるから，その中では地震の衝撃は起こらない．

W》1欝W濃よ！窪．．1．マ）藏1難齢8帥廼驚をわれわ叡．は縄擁t撒撫mと呼んでいる，，地殻は鎌1）蹴撒繍凱

の
、
紅 にあ！）勢　そ舜れ、は　鍔簑慧毒、驚工懲糟r少熱畿懸狂総擁y繍　とll悪鉢fオLる2つの霧1蔭ンオ、らなつている、，

大洋ぴ）下では難薦譲tic熱y鍵のみがあ播、，地殻はいたる所で，アイソスタシー平衡がたもたれ

ているが，構造運－動帯では，それがはげしくやぶら勲！ぐいる、、

　アイソ。スタシー平衡は，ξ麟1撚憩頭騰驚と1攣ばれる深い層へ，物質が流れることによつて生

じ、る樽玉欝燈1繋　菱濾羅急撚駁》顕）1鷺難1愈ま愚資愛の濾二接i』下にあ曜つて，　慧慧bs媛撮穏蹴と同一・ 萄桑見さオLている。

訊s出轍総油礫馨の辮鋒さは，アイソスタシー平衡をしているブ幾ソクの横の大きさから，そのブ輝

ックの厚さを知！），それから推定できる．置．、雛，ジ繋ンゴ獄ヴ、ギッチの研究では，そのようなヅ

鶏ツクの横幅は，あらゆる場合，7（）（）kmよ業）小さい、、s，v．エツセーヱバのヂータで韓1，それは

工（）0囲麓叙癒螢程度のものである．すると，8《）岬欝（）k繊の深さの～㊨無ΦvOdは，ちようど，齢縫灘翫

く嬬登｝欝鷺ぴ遼寛を示すと考えられる、、　隻、し，v媛夏櫛置濃が密度薪）逆転4）層でない1なら／ま，雛1実に

鵡癒轍礁瞬濾騰て藩）糟）う．しかし事　このよう紅薄い層の申で，数1，00醜ζ搬の幅のヅ奪二！唱ツクの

物質の流動があると考えることは灘難である、．したがつて，大きな地殻のブ導ック（大洋の物

質，南極大陸，　グiトー一ンランドなど）の平衡のさいは，　s暴繊o額短鐙び）下1こあるでントル中

嶋で愛濃i重ゐめ芸滝藁ご』ると貰／蓉え．ら津しる鵬　3並／こ皆　よ華ノトさ7寒ニブ総ツクぴ）毒饗合むよき　菱》我鋭遭雛く｝董叢y総罫　塞ブとぐ婁t

繕ぎ畿雛1雛£捻y難fの溝義鄭鴎こよつて講菰穣挙力鍛嚢・せらオ㌻る癒　かくて，　菰s縫欝蟹》壕）黙総欝はい署）いろグ）溜蕎さ

にあると考桑、られるのである、，

注4）　i英訳がよくわからないので，《鷹灘総欝《》《鋤鷺登○薫をぞのま藻芙語轍1ノた購

港三導）　裁婁嚢尺不明のた菱）嚢継灘蓬○獄）蝋をその談．薫資一マご肇化した、

磯嚢一 （！慧鋤
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　もちろん，灘魚鎗猟》銀h豪黛，壌棚なわち1驚欝むLーやすい／，1が，　skl鐙暇〉隻慰鷺，　づ峨なわち流欝寿しに

くい麟のll熱部紅壷，る擦．・ら蔦と嫁，　欝干むじゆんしていミ贈　き〆　と．総tl　鱒縄》隻襟騰　の1幾械

　　　　　　鍵雛野によ　ズ選鷺うの『ごレあろ書　そ露㌻が充分難」きやすく，　　ずソスタシ…が　 1．に

存在しぐい樹蟹あ鞄讐あるうが，たとえば，列島瓢（ここ二では，離1驚脚sp至搬瀞がない雛

い）などて藩よ，繍漁鱗鐙＄髭泌醸鷺が動きにくいのであろう、、・　　　　列，l／慧の位…二にたいへ！ソ強

いアイソスタシ・一の額力異常があるこ奨かや，地表にまで達す榛慈薦’的な割れ羅があることとも

対航！藤し，，』て㌔《る骸

　S慰鶏騰鱒隻欝灘は惑暴的割れi　lでたちき妾轟れてお！），そこに地向斜が発達する。蟻向斜には譲

つのタぎプが区別、ざれ、愚。第！のタイプは・《複雑なダ彗き鶴弧克》である。こ燃では爵惑歳的割れ肖

は傾余残、た深発地震麟ぎ欝ある．それは海溝とレ　麺鷺1凱親われてお！），列島弧の外側に火山を

伴な象、ずに走つてい礁．内部の火由列騰弧は警惑墨的1、達lijれ漢が欝（）鯉罵雛薫購轍達するところに

ある．第鷺のタイプのま臨舅余をはアノレプスである、，それは大陵的艦．、嚢の地殻をもつ六1財域に発遠

し．ている舞このような地向余／の・構違毒はよ1）舞ぎ瀦騨的である，それは内纈峯の隆起馨欝と嚢懇叢に1妾する

沈1蜂帯という帯状翼驚列をなしている．毒地撫1鱒，融隊沈1蜂帯が発達1する．第驚のダィプの地趨

斜は，ソビエトの研究灘に、凱つて，よく研究されている．

　鍵鎌擁余経濾一萱でクノレl！趨に署篭達する無　しかL．＿お薫二いにはなれた妻慰向余報こおい”ぐは隻・1距イぐノレの

同時性は守られていない．地陶斜賦）サイクルは基本的に鷺つヂ）時期に分けられ巻．最初の…般

的沈降．と，次の一…般的隆起である．私違はA．騰でザ翼ヴィ黛ノチに従つて饗もう！爲の購期を

かiえる。そ勲、はその鷺つの間にあ・つて爵一一籍爵坊鯵転煮蜜動のilも・二期であ胤．鷺の第黛の1欝簿1はシ璽動

の翼ントラストや継分化が強まる時期である．しかし，運動の雛ンド皆業トや細分化は，この

時期葱特徴づけている海水面に薫いところで行なわれている蔦とを考えに入れねばならない。

もし，その時の地形が海水面よ！）臨著亙・〆く深いか，廉たは葬・！いかす聯と，そ鐙灘ントラストや

細分化は著覧．くない．地向斜サイクルの・翻ll携歓）特微は人のさ纏さ聾であ愚．

　第薫段階．・運動の徐々の濡発化と細分化を伴なう一般的沈降．塩基性！、、出器．

　素，解段購凱一般的沈降から一般的隆起．への憂！）かわ！）．中翼隆起帯の出現とその側方へ融徐

徐沿拡大、、牒縁沈降構；の出現，　とこるどころでの一運動の活発化，、せ象い，嫁げしい隆起（獄ル

ジレラなど）や部分的ノ嵐逆転．

　第3段階　一般的隆．趨ぐ地向斜の終末）．　μ．1脈の形成．　億1々の地城が《内部沈降帯》蚕たは

《撮猟置健魍照麟箋》のヲ形での沈降．　一般的な隆起をバックに，　麗ントラストな運動がはげしくな

る。縁辺沈降帯は鰯積物でみたされ，地、ヒの沖積平野にか藩1＞る，多くの大きな酸性岩体（騒盤

など〉の逆入．

　第Sの段階のあと，新しいサイタルの始ま肇講ミで，時賦は《郡戟羅嘆》1滋ず轄撚》的な様子を示

す燕とがある。

　台鋤と地1潟斜の運鰍1の関係を注慈する胤とは大切である．地向余麺）沈降帯緯1，　1．写地まで拡が

るとL、ても，1痔窪雛がおく才Lる無’た畏3慰向馨／の．1二参録ご揖墜なつて，業妾L』ぐいる台圭甑には誓灘量殴1の

堆積が伴なわれる。われわれは，秘℃べ羅ウソ摩鐙，地殻の発達をみちびくおも癒運動は，

垂直方晦のものである，ごいう漁見をとる，擢曲は常に隆起　（慮たは沈降．から隆起への移りか

わ1）？〉に．関係していることは匪1らかである．その／溺は，た；いへん複雑で，特に溢　僅愛rる必

要がある．摺曲万成の可能軽三¢）亙っは，『姉述の、柔瓢な逆転運動のなかにある．

　地向斜の発違1．は規興雄1三が欝ることを》明ぢかであ膿．大洋底は地ヲ設の発選過程における黄き；地

1韓斜段階に騒懸をするもぴ）とξ鰺えている。列、…諾灘猛雄，践畷強韓余／，そして萎い蓉ん挿霧つ浮燃圭猛1海斜に

特徴的なもの¢あ楼．第窯の亨イプの地向斜は，それよ！瑛、古いもので，発達のサイクルのす

でにすぎさつたものである，、結局，地麟斜は鷺滅して台地にかわる．これは，継撒量蜘1縛轄

が薄いか，ほとんどない大洋から，雛撒薫鷺玉耀繍　も　繍職猿d町蝶　も一券様にある，試勝鳶大陸

型の厚いメ磁1糞へ鉾地擦蜜が発1業一獅るという方“向招三とみ疹れ悉，、地向余／過灘墨では，マントノレか薪菊筆

轡一（鷺粉
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し．いシアノレがつけ；繍え1テ，勲，大洋λ殻が大陸殻へ再構1粛酔れる爺

vント鐵の分鴛

　大洋の下の玄武磯質地殻は，多分海底火山の噴擁、1物か　なつてい灘であろう、、また，1二れら

の火由矯は㌢ント．ルからきたものであ嶺煮と準，明らかであるゆこれは，A．P．ヴぐノグ畢ドフ

の実．験によつて崖、た／副、かめられている、、」．学．Wils｛撫は塩基’区1三撃グツは、マントルの、1二部，す

なわち縄1二蹴撒tt搬／から分化すると考えた，Wils（惣ヴ）説は完翁に信頼されるべき匙、び）ではな

いが，地殻の発達史や法則性に，よ！）嚇醇薩・ので，われ綱しも籠の説をとる．

　蝿三秀受の暮貰騰ltk1鉄y総㌘の樗矯鐵／攻，よ！）著褻朶態である。　・そ才婦まマ頓講秀馨イヒ作三ナ羽に．駄♂）てヲ蓉ノ戊さ才しる

という説がたいへん多い』（）易費，擁纐擁鷺振y鍵，寒たは，その崩壊に、／二って生⇔た塩基性

の成“駕もつた堆積物治癒崩岩化作，肩，1をらけたと考えることが必要である．その“勲うな岩螺勲）

花崩署化彗用のた1め轍は，ツントノレめら大 1の＄圭と、A亙が注入されることが必要である描こ

れらの罵素は，マントルか髪地殻をとおして浸透する．，、、、激やガスのよ．らな揮発成ンとともに、，

Si病，A尽）ま鍵）酸化物毒ノ．）形で運ばれ。ると灘えられ恐（揮発成分はとくに水蒸気にとんでいる）。

A．Y．サルト鳶窯プスキ…の計算によれ讃，塩基1嫉石から現冶グ）慕灘顯tlc撫y鍵　を形成す

るためには夢糸勺聾・ま1｝欝t｛膿の8iとノ幅1がプ蛸オ　らオ議・ずな鑑〉ない。　i㌔7歪く1翻の7／くの1量は｝、4・叢．伊8奴）裏／

で・し．講1ない、、≦黛地、一鎚寺代　　通鶏て，　灘滋封ミ内蕪峯からはき出さ才したj瓢融麟／黛なガく奨蒸魏4）量は，7蝕圏

の　　　哲籔こしくこ二え曲ること／まイ　看抵で壕鄭るじ，　業ゾご，　躍く蒸気、乎意，　そ（り数イ轡も¢）薄変イ雛4勿をラ婁毒慰こと

も不可能である、、かくて，鑓瓢癒t栂簸y載・が総醐岩化ででき醒、．）という｛反説はだめである．

　暮撒掘t慧撮yαの形／慮を1勇らかに・する．ただ王つの薄論謝生／愈，次のようなことである、。それ

は，地殻中轍，下部か｝入つてくる初生的な酸性学グΨとして，だんだんに形成されるのであ

る暮Wil灘／は，地向斜地域では，7（凶8摂燃！のsk融x）麟靴驚から申性成分　（安li陛1火1．1 縫

つくる）のぞグΨが上昇童げ．，安1無岩の崩壊したものが地殻騨）欝継量庶1碑鍵をつくると考え

た．L、かし，欝撒瀬d郷鷹は成分的には安1．1．i嚢ではない、，溶．A．マグニッキー　は，地殻σ）下，

窯たは地殻の中で，安i畦1㌣グ韓E署は酸性および塩基性の層に分ヵ1れ，それが　g撒鶯董癒および

擁謡擬撤噂2つの1乏騨に流韓ど翫た、私臨地鱗馳帯ぐ甑環恭秒レの深い所
　（鑓s重：韮茎磁10s蓋）1繍騰，よ摯も深い）寿範、）酸性マグマが供糸森され，ごこで初生的に花1巌薦・が生じると

いう，　もつともかんた入ノな膠ズ、をもつている，　しかし．、マヅ慧ッキー，　～期i1獣）簸　の呼灘えは．　いろ

ノ）なヲ杉で，彩、ヴ）じi繕えにとり入育牌し1）オじぐいる、、

地質構造鵜ついての被論

　われわれは，マントルの分化の仮説の基礎轍，地潮斜の発達を明1）かにす難作業仮説を灘四え

た。この発達グ）おもな原圃どし．，て，隆起と，地殻中への酸’欧Ψゲツの貫入を考えている、，何度

も述べたように，われわ才1．は，われわれの考えが完全に説明しつくされたものとは、馨、つていな

い．われわれは疑いは，かたよつた獺．！，欝、よりも有用であると、馨、つている．それで＿の説も他

のもグ）と一一緒鴇凱，豊蜜銘）壕寅署寸をうけノヒマ・と、懇、〆）泄ぐ送泣〆・くる潅っけ町び慶）る。

　どんな説でも，台地と地海斜¢）運鋤の関係，および地向斜嚇ギクルにおける。火成活動の連続

性篭、説明するときに，もつとも大きな圏難／こ遭遇する、、すでに述べたように，台地と地向斜と

の運動グ）閣イ系については，薫也醗余瞬、の・一般的隆起が3猛接・する台・地地城の隆趨を伴なマ・，一畷没的

沈降が沈1蟻を伴なう、，ただ一ッ般に、台、馳の還i勧はおくれる』ぴ）ことは，その問に一“つの機構

がギ窪することを意鰐、！牌る、，その機構の影響す“〉範囲は，数1，00摂燃烹グ）オージーヴ刀臨惣域であ

る．その、柔’）な叢灘7の1オ心は，少なくとも1司じ、ぐらいのオー・、㌧でなければならない，、し、たがつ

て，　ミニのような掌揖欝参の1すヨ菰バ汰熱遺総ご倉級薩鷺r幾ぴ〕）融蔦力、う　そ才1．、襲13漢薙くなけオ冒ごならな、マ・。　こ二れ域ま，

われわれに2つの分化説を考えさせ萎）。第iは，地向斜の・一般的i瑳起は，諺k蛾磯）！欝罵の伸

長（ぼうちよ．｝）に、よる惑星的i、嚇耀1の崩壊の結雛である。この割れ遡のゾーンが熱せられる

難（｝一（芝叙））



料

とsld熈o麟撚齋の物！蔑の分化が促進され，分離し、た酸性マグマは一無昇して構造的仕事をす翫

この考え方によれば，P誌i轄韓欝娩鴛の奉ll長（ぼうち、試う）について，補足的触仮定をしなけれ

ばならない，第2の考え方は，分化はもつと深い所で起ごる．つま弥　マントル¢）下か，

所．S至慮驚呂凶蔀驚は最初の境界とな、吟，そこでは浮一1二添シアルが停滞し，深部での逆転層とな

誉．

第1の響え一一醸性マグマが蕪懸囎懸麟難騰で分かれる

　第1段階．一般的漁降、われわれは，、とくに惑鍵的割れ嬢に起こる，磁／鷺驚即圭鷺照のぼうち

よ1うと関妻蕊して，養癒1的余拷〉一一ナ投的1礁起が起こるという，V．V．べ舞窃ソフのf繕え．をぞ爵iラよう農

滋董購銀巌脚が熱せ鑑）れないときは，地球の内圏（欝（）鮮欝！罵驚）による熱の他に，寵搬鋼）｝鷺騰

のぼうちようの原照をみつけることはむつか／一・い。、地球内部の温度が憩℃上昇し，惑崖約割

れ．羅の全体の長さがε○酢00（康鵬とすると野割れ陣の伸びの方向に慮幽に準割れ欝は2勧徽おし

ひろげられるであろう．　この結果，sk／轄鰭μ欝驚　の厚さが70鵬ζ鵬とし，地向余讐誓の地表での

平均の幅が灘0一憩鰍撚とす麟と，この地帯は3一騰燃下がることになる。沈降帯の申心部

では，沈降麹坤らかにその2縮諏奴ド穣ゐう．幽憩斜に臨誌にβをのぐ触ワ淋一ダ

ーの沈降がみられる．しかし，嵐秘　レービンと難V・マエーバの計算によると，／0〔）万蘇鉱

（地質構造のサ／でクルのオーダーの時間）に，内部の欝O畷1欝驚は25－45℃も濾められる。

したがつて，われわれの仮定は地球の撫翰撒職／h膿蟹yの観、“、甕からは問題はない、

　Lかし，そ離、は，地球のどこでも，1醐欝に，かつ，　ひとしいだけ耀1大するというシ条件であ

る．いろいろの大きさの地向斜運動において，その強さが一邑鎌で癒いこことと，いろいろの地向

斜における構造運動のサイタルが腿時でないこととは，むじゆんするようであ嵐しかし　ご

れは，ぐyトルの，とくに轟㈱瞬鷺繰のレオ騨ジ弾蹴媚頂力＆，嚇1醐にも空降晒にも

それ轍ど一様でないことを認めることにょつて，さけることができるであろう．

　　　　　　　　　　　　　　碁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　　　　　　　　　争

　　　　　　　　　庶　　ゐ

．第i！麟　　夢勺蒲嚢¢鞍、蟹に承バ穿る謙蔓烹職非ξシ呼（一・薦灘奪な茄三蕪箋な控、「疎ひ〉

　　　　　簾肇匿蒙毒ぐ類舞さ額妻婁巽蓄勢嚢　熱一（読〉織1癒胤叉ダ緯卸～去蕪餐奪婁離，

　　　　　ている条轡下で）水蕊1勢梅の／三強熱、f撃鰹球謙声、麟

　　　　　・撫におこる《警鍵簿》Φ

　隠ニフ枇な 欝卜烈く蕪慕iマの1まトうち、柔うは，　1欝葉鴛薦！りの，欝瀞竃での1蜜うち，よう．カとはならないで，ガく樋煮プγ

向において圧力が涯ぐがるだけである。垂欝：方陶のλ＝1三縮擢）優勢を伴菰つた張力の差瀞需起煮る無煮

の考えを少じくオ、）し、く解釈レてみよう．

　ある孟物質漁訣らなる灘婦舛をゼ爽騨難薫で、イく噂三プy緯鰻こ1ひつ／さξ灘と，　角本すの餐・、1、1乳で1愈鮮ガく三諾詞与鯵1へぐ》ダ）

ば1るプフカ慧動き，　’幾奉噛は彊藪・i生些跨に1難i誕ンミ悉“　夢長、プヲが蔚寸タ㌧ブンの1堰1撃を毒鋸えると，　角本オにi裂麟がノ、至），

2つ1黒害嘱集る、　霞1二篶にな畷）た蒙弄音i／ジンは象　撃単’1生プフのもとで争　ゑ台めの一長・さにちぢ悉豪舞祭　、裂・譲1・意開

いたままとなる（第鷺図）．地球内部では，まつたく違肇た条件がある．；水平方向のぽう驚ンよ

うは，なによ夢も葎ぎに171く平方1自淘の圧．縮力を下げる臼あ憲瞬業く癒い所ではきこ＝の戴1三縮力は，○

緋二王二額
鐸蓬亙驚麟　　 暴髪プぎドに象．ずける穿榛叢雷の1纈麟、鱗

5葱一（叢、謙、）



錨質調蒼所薦報（第難懸第2暦）

か転膜）いに方向を変えるまで，すなわち，本当の張力が働くよう紅なる談でに，な撃うる．

しかし，＄搬鷺騰瞬灘罵いでは張力の差が限界に達して，　不可逆の変形が始まる．　この時の憲常

な張プ置）関係は第慧図紅示したようになる。すなわち，垂慮方1舞の圧縮璽）加わつたかのような

形となる．かく鵡ここでの崩鍵鍾1藏方1鞭）圧砕¢耀1果おこる、このような崩勲）タイプは

呈翫べ翼ウソツ轍よつて研究懸れ，鷺Lチ瓢ルト禰一ノくによつて実験的にたし・かめられてい

る、、圧砕された！エ1掛ヤ紅は，傾いた辮形（断瀬）にラ｝かれる．この揚含雪＄滋轄○糟！驚艶の．1二にのつ

ているものが一／譲でないご．と，sl齋欝鱗擁鷺自身が他の撃ントルの上にのつてお！），物理的

にも一様でないことのために，閥題が複雑となる．

　われわれは，惑鍵的割れ縫は，まさにこの、飢うに／、ノて生！二ると考えている、第／、のタイプの

地向斜の場禽，第捻1瀬｛竜に示す、誕うに，iつの傾斜Uた割れ1書1があると考えられる、、第慧び）

タィプ賦塊向斜は，2つの審嚇癩（第亙乏堰賜に、Pて形成され蔦グラー一ベンのような、も¢）か，

傘

争・　　　申

驚購i灘

乎　　　牽　　　墜　　　　率　　　亜　　　華

薄ヰ　乎　　唾　牽躍壷　壷
（ン　　　　　　　　ゐ

蝋㈱麟鵬鱗1演）1捻れず、憾い轍郵幡惑

聯翻擁1。K櫨1蜘麟竃㈱，M嘩姻蟻マ
　ガ・ル。簿臆、騒麓坊1醗・承す。

またはもつと複雑な割れ撮のシ、ステムと｛、・て形成される。いずれ、の場合も，割れ鎖に沿つて断

層が煮、1註シ，その結果，激／騨蝿）／鷺鷺に7／く平圧縮が発達す鵜，，　しかし，それは垂慮的な圧縮よ

1）小さい9　害瞬儀熱襲二おけ謹）ヅ』ラ、スチツ：クな？流薄亀は蓼熱をみち祁び懸，　その疇鰯嚢の涙講勢／雪三を・裟づ一鵡　か

くて，割れ獄1激，充分かんまんな運動に対し・ては，粘性のある液体の性質を示す。われわれは，

この割れ野隷）ゾー一ン（繍）に《鷺窃k！i難茎》灘ゆという名をつけている．鴛濾癒獄三では，明ら

かに，切線的張力1罷替1ぎ能である．そこでは，静水圧が卓越している．r総舗撚1の物質は，

そぴ）下の方で，講kl轄韓）勧驚の水平浅縮が完全に鑓復されないうちは，割れ1三担）壁に沿つて，

し、、ぼ！）出されなが鍔），下へ流れてゆく（第叢4図）．（驚祓1童芝譲の上では，撫麟置譲鋭）物質が

惣灘譲
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　　　ト齢騨1凝，繍と墾藏露ダ糠童1濠ξ認杷駈．、い。
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流れて，レベ。ルが下がるご．とと，その．、1．で地向斜ズ趨13成誌れること¢）た繊，／肋が下が！穿，

ヌ執需薫擁三黛銚汰／／、さマ・趨1窪騨ぴ凌1〉る韓）τ戟》k蕪篇暴亙蹉ヌ1勢、霧婁ガン1・陸こ1蟻るとll謡時罷こ警　そぴ、）＿1露継ヂ）／三蕪プ繋慮1威

少する、，懲）k騰認に近い蕊／繍縣夏塩破叙ノ）．．賑廊　）張多ヌの　1はふたたびはげしくなり，臨界限度

にな誉、．ご肥こで，嚢鑛£プ引萌騨）欝三碑・によ“ぜぐ薄鯉憾抄1総離孝；1が盤抗1∫懲¢すなわち，　騰慕kl無麟羅1：分

岐するq無瓢灘欝麟鷺鷺がぎi／瓢ないよ翌1ほ（ア）タギプの地1斜では，惑、！蕪的割露Gは地表
1鷲ま環温醗し．、芝ぐ二難13，貰搬滋絃驚蝶も講載碁1薮にま嘆3謎＿1、』ぐ㌔へ恐章　とV・うこ1．と1意寧“藁にき虚ノ・ミ糞こ（舞峯至、講薬i）、、

　　　　　　　遜　　霧　　　鐙

、〆

　　　　　禽

鐸峯亙さi　l　　《．議く婁㌔ひな蓄彗葺轟璽瓢》1孤堵、バ、妻る∫κll霧幾　辱形成膜享’纏1慕i

撫｝繍峯翻Rの吻一錨下へ流潔ゐと，地殻フ）下，厭｛）1鵡爆櫛すくぐ、の部ガ（熟虜三1三三力が大きく

低下し，地殻はそぴ）線に沿つ1てか人　，き　し，深い海溝Cをつく萎　賞翰すぐ．ヒのゾーン「まで圧．

プ諏蓼誌寿藁つてく蓄多と，叢惑擦1梅害凝、蘇三1鋭）、1 盤ひ（ Σぎ1譲澄　　／／鷺さ蕎ダ《．幅一薦マ・雰縫縫蓋篤夏達轍櫛蓋騰罫礁毒う

一ブ織ツ、ク（7）ノ鶏オ焦、　ぬ藁“、）た．嘗1き檬異嵐i三、1ラン鯵馨鋤ぴ〉鎌　営学1毒墾襲し，　　仲　ハニ難韓二な害臆し鶴萎誓を・つくる轄

そ囎実、は，深海溝憂㌧．轡葺こ地表＼現わ灌．・欝、、後述するように，こ鐙ような垂直な割れ目の．察乙は，

薪緯く叡〆7ぐ舞　ゲく1．．1．1ダ弓、i繕蕪瓜，漁ガ誠轍じる、、

　舞ぎ露ぜ〉タ．ギじブのま1嶽睡1え1讐騨）津　緊斜　　」夢璽雛三ぎ）蔭就鼓無鷲乏）s難飯鷺ご鎗に／ま譲li／才し鱒漆“1．蔦，な．㌢ずぴ澄〉ろう、，

ここ：笑蚤1・雛，至・轍擁滋獄鷺漏．1洩識就熱鷺灘黛壽欝脈鷺y礁　も伊〉羅難／こま嘆3㌧療湿達Uえ．オぶ｝￥ギで慶ろう、穿　・葡窃）ようノ議，蚤慰

P舅余ドぐ／濾肇贋響ヌの頃襲にr蝋激業i撫薫1彰洩，　2げ二）カ・爵　あるマ楼ま，　｛ゾツ）と藷繁条難にな畝「；）㌧ぐ》ヅ燃聯爺あろフ

（1欝孟暮1叉i熟）¢y献》転無黛講／カ’慧軋麟餐力皇拶で罠びは章誤玄蝕鴬蕪纏擁鷺r融ごり震三孫舛承享曽力liづ峨る轍　灘丁嚢嚢蝦三グ）ご轍）蕪1シ

照1の物質が下ヘモ、臨．勧する註隷もに，藏k薫噂｝羅戴の複雑な地溝は深＼た壽ド唱しさがる．惑星的割

オも犠ぴ）㌻齢ブくとともに，　善ξC肇」二¢）議就擁鎗鳶（〉s欝難勲腰難1・嵐疑）醤章さ薩焦、野灘馨くなる“　こ＝纏）ようノ疑，箆象ξ寒，　避i／

叡、隣¢）．、1二の糞甑表め轟彦簾懸・壕激1蜂融ゾーン獲縮繹．に羅疑わオ唱レている1響摯貯お瀧る．配酵墓鷺／盤の畿鑓蒼聯夏緯羅滋轍蔀

ズ∋ある鑑k撫鴛Q＄欝熱蕪ご癖と違つて筆　惑燕、、，嚢権害瞬ドしi．1¢）四1、3ひ禽覆髪，、貨／誰，　／震うちように美数～静、雇卿ま翼毒慕ζじて爵

1疑1藩に、歎鎗ノ1・・さヤ・フ嘱黛ツ〃／ここ薄3され、る騎．1・獣 1亥i／塞穿の嘉賛難グ）羅寺鮮　煮彦ドi〆らのフ㌦畿ツク1よ濯謡簿一…みに豪癒

降す燕難．地燕の大きな不均一・性は，そ誇鎌相を複雑1るする欝断擦の橿轡や部分鮭1な機壕威的’i生質

に、軌ダ）て，　あるフ塾雛ックξよま静く1動愚装　／慮（ハτゲ群ック／譲壽嬢掻ごく嚢毒く、　濤誌くWぐ／i也睡、1余藝蕊羅熱膿しれ二

凱沈降した3するブ群ックll欝襯玲化す恐（第勲葺羅をみよ轟

　13覧鵡鑓撒繊騰のぼうちようは鷲基性ΨグΨの分化をひよめ恐窮　＿れが，地向斜の蟻1初グ）段階

に塩基性火1王．1がある凱との説明である、

　第驚段階．一般鮪な運勤の転化．雛窺碁難／が熱・・慧rられると，その縫）物繋の流謹しの限界を

さ／ずる≧ず滋“、）一でなく争欝難》k鰻黛乏雛申｝姶薩愛’謹許ぞク“マ漆寒蓬ぴイヒ／㎡多　そ叡、寿玉雁、さマレ蝕、孝ぎ幕脅¢）ヲ疹Ψξタ　餐箋々

に一ヒ磐・（ま｝配1愈華広1孜）　し．滞ぐゆくご．とを｛犠鷲露饗“樵　ぐ購簸3i難撚）ひ三薄羅窯なゾ・一一ン轡誉1慮き　そのよらな

1異紅彰壌難擁慧“豊｛、漆寡寿、るズ、きあろうゆ＆野　億1余！し・ノごゾ・一ン・び麟　　叢蕪越暑ゐ諏らr《》｛）£ミ鉦て鶴ぐ壕暴黛ど鋒寺

閲がか搬諏らないだろう縣窯獣螺涛溺　1二へは浮魍）《誌競吻饗の1流灘藷君1三の緯準が二大きい疑）て匙き　マグ剛

は．入1）ごむ鉱とがで選蹴い嚇かくて，驚く瀧ll盆職玉幹、ヒ、誤，．に沿〆、）て酸擁答グヤ　罫集慮ミ灘，、それ・は，

ノε入ノノごみノ！劉＼激£るめ鼠舞　ま激）聲賦、）も（鍔，〉｛勲1）譲二、豫今ーで》　説靴（ノニ｝申て｝韓ゴi、冬爵、ら ．i二〆＼グ）謄匙ノyめ叢差鉱至二》

隅k慧職蚤に沿つ｝ぐ地表まで酬痴．三マ磨撹）瀟．1．硲お諜．る（第欝図難）鳶

碁難一・（葱s婁）
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　第隻のダずプの、雛病斜では，酸性マグ’噂認蕪1萱方向グ）翻覇に1蜘1）て上昇し内部の却例

島弧をつくる　（第驚図）、実際には，そこの地表には，酸性でなく，中性の熔：岩（安山岩質）

が出る．W濤鞠と撃グ鴻ッキ…の考えをとらないとすると，ここでは酸性のΨグマと塩基性

のマグ翠の混合がイ足季叢さ蹄もることになろう。Lかし〆，火蹴強瓜の／戎因は，三垂礁ll方向の害ilれ・類を仮1

定しなくても，難」の方法で説明できる．欝○嶺塗烈に沿つて」二昇する酸性マグマは断熱的に冷

去ilさ3㌻る窃s／d轄｛》sphα融のハ1ぐ蒲器と中テ鶉では，を綴農：蓋9酉己は幽塗薬～に3癒い。そこで夢そこ二のマグマの

温度は壁姻購継眉もほど大きく違わない．L、鰍、，地表に近い，1駿が恕誌がる地域脚尊

は，マグマの断熱変化が充分ではなく，たいヘノ，ノ熱く，垂直方向へ欝分自身の道をとかしなが

らすすみ，申性（安繍癬質）になる、、

　第2のタイプの地向斜でξ寒1（第i7図），酸性ヴク㌧麟Jl罵紅）爆i撒烈Rの分岐から出て，薦t矯一

置ユ韓）娩騰（yを通し、て浮．1．躍）、、そ毛．て，マグヴにとつて，比較的小さい浸透性をもつている
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置二）一麺雪穀（乏）《藻ご襲熟至t隻鶏更＆y愈ご》シ

嚢磁蹴董継襟鋤軸r融，M一酸頼欝

承す、，

峯鷺一《舞嵐s難！圭注怠嚢鱒総r》郵　野㌧呂鶏藝薯ty急慧蓬罫支多

㌦ゲマ，　貧一r慈噛量認量雛慕1心　矢憾131ま預蟹動¢〉究yl鑓を

獣轟溢撒糠驚ぎに．践．1・念う．そこで，そぴ）営の下にとど’まつ甲ぐ，大きなラ慧リスか1募い板状のヲ疹

をと恐。このような酸性㌣グヴの集積は艶く）鰹1張叉／から総t／鞭憩随難歌罵への雛．1罫：］のゾーンに沿

つて，すなわち，地向斜グ）軸に季難つてひろがる．マグマの集積して㌣・るところグ）一ヒの蹴璽，

ヱ瀬韓は1葛くなつて，結穿驚地1翰余駐こお章ナる中央隆起、帯おが生じる雛蓼駿性撃ク糧1躍）新しい享養動がつ

け1顔えられるにっれて，それは蕎韓b鱗撒籟凱び）下にひろが恐。かくて，中央隆起帯も蜜、たひろ

が勢，だんだんに蕪暴愚麟棄i栽滋さ或に溌支ふ竃、ようになる。そしてラー搬熟ll勺な1婁翻3の彗転／奥がおごる。

　地向斜の最初の段階に，沈降帯の台地に接し．た部分の下から，総慮囎鶯○鱒墨鷺韓　のゆー）くりし

た流れ斌，疑ぽる．1また，蝋短《紳1縦麓），と：く紅 鏑／において，著しい張力の差があること

を忘れ、てはいけない⇔・　　　　　　つて，ゆつくりと終嶺，，この張力の弛緩は，　r鋤繍撒1

のそばへ，激蛾の鎚麺罵のゆつく！）し・たはい下が！ラを伴なう．第2の段階で，聡磁撚羅から

襲イ笈34）



酸性マグでが、入るに応じて，鞠《）搬1罵毫1融、雛雛の圧力は大1きく下が鯵，この過程は強化される，、．

こ激しは慧つ¢）結芽蕎を麟㌶真う衆舞萎工1こ，そオLは鷲（｝k翫襟至中の撫三力をあ懇峯i趨藏まて彗頁旨夏し〆，その

ために，酸性㌣グマがはげ㌧く押Lll．1される瀧とを防ぐ．第黛に，それは台地麺近い駈の沈降

をひきおこし，その結果，縁辺沈降帯漁（第i7図〉をつく凱　そこ紅堆積物εが慧まる。よ至）

弱マ・沈降は製台地に接近す望ン章輔べての地，域にひろが！），浅い海進をおこす、，

　醗磁1量鰍／申の鷹力は潔汗の原E薫iによつてき慮る億酸性マ掛誓屠響藝れのスピード，sl由r磯）ly

奪驚申の張力の弛緩のテンポ．薦漁轍欝鐵h脅驚の流れのスピー彗ごである．　その他に艶別のフア

クターも加わる．すなわち，堆i積物の運綴やゴ≦騨貰齢よる広い地域の軽ll熱化と荷重がある。これ

らが，鷺Ol恋源童中の獲ノ7の変化をうみ，空間約にも時誉・ll的にも構造運動の不均一さをみちび

くq

　この段階で，重い繍繍灘撫騰の下／こは，はるかに軽い酸性・ぐグマが集積『嘩蝋る、、すなわち，

最初の密農1の逆1転ミがある，鵜れは密度▽）逆転の《下の．ステー一・ジ》である。かくて，第隠の段階

では地向斜の平衡はアイソスタシーから逆転にな燈、、運動の 鱗殴的逆塾転の他に部分的な逆転も

みられる．局部的な構造の変化は，部分的な条件によ．つてきま導であろう．しかL，この時の

逆転層は深い所にあるので，燃の新しい運動には，大きなブ獄ックのみが関係するであろう．

その大きさはいろいろぴ）原顕によつてきま恐が警ぞれ頓は地殻や灘総t撒t燃鷺¢）前の破砕のさ

れ方や，その組成の不均一一・さ，地形などがある．

　この段階で（第鷲図参照〉，酸性マグ撃が㈹撫t撒1、雛ギぎを貫いて．玄武嚢層κ，または

花崩岩層，澄のい蹟ド窟でも入Pこめないとは考えられない．おそらく，偲々のマグでの枝は，も

つとも都合のよい所へ貫入す養であろう．そのような織々の部分に分かれ、た枝は，部分的な隆

起や，地表に近い所の密度の逆転を形成する．そL・て，はるかに細かい二聡ントラストの現象が

みられるであろう．これは，本質的には，すでに地向斜発展の第3殺階である．

　第3段隣．一般的隆灘．地殻中への酸性マグマの謎入は。諏i）多く，はげ1輔・くなる。この段階

では，マグマが地殻の下から地殻の申へ入るときに始憲る。ここでは密度の逆転の《ヒのステ

ージ》がヲ杉鷲焦さ漆㌻る　（．欝ぎ工諺1翼）。襲嚢’！慧㌘掌グマの、．．転音1シ、の二貫1人は蓑寺1潟貞勺にも事2擁『籍li梅轍も隅く灘弩…一・

に生じる．はげし・くマグツグ）－貫』入する場所（，漁，β，鳥）では，地殻の下や地殻の花醐尉騰β

の㎜ドにま密癒マク丸ぐ言留リカ叢驚魏黛さオし凝）（舞誓蓋駐隠導。　づ糀なわちさ　著しい！掌二さの警　広い藁醸il転麟力＆聚婆

∫震され、る。　これらの」旭1威の間に；，　β！の、ようなと：ころが姦蕊鴛る、、　そこで轍；翅蕪殻‘に凶迄グマが実愚1ラ

ぬけず，逆転瀬1はあ一て）たとLても《下のステ，一ジ》の．ヒにのみである。，繁疑面近く紅一マグでがき

た所では，逆転平衡の法則によつて，．L罫する，，内沈降帯麟の側に1．茎。臣）斜面が生慕る．酸性

でグマ羅の，臨殻の下の集積はβ、iの根部をつく恐．隆起地、域は，密度グ、〉逆転が浅㌧・かわ1）頓．，
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鍔馨3夏鐵膳9一・…般爵顎簿起・、壽A一騒戟惣篠竃峯讐多き　ど触rlノ鰭総騰遜誤鮭ギ勢　鷺一襲蹴建篇鎌叢婁

ぐ語殖数的ミ薫襲灘．　鷺／一タ峯熱1摂蓑灘盆，磯撃あと隷第葱舞灘縦隅1撮，

谷熱一（薫、3蕪）



擁質謙蕉導賛鶯譲（、麟藝巻欝2轡）

僻購小さいヅ塾〕汐は，独立L．嚢遷皿．勧をす《激躰ゴ搏β醗動蝋瞭に鋭く厭沼・ラ照・の

あ特御訟る、，／諦鵬紹轡嫉劇i：の進行次、響絶それば瞬二／ゆ方向騒噸1海礎離轡

す孝1》脊擬．超帯〆1，Aの下くルゆ“糧膿教、嚇継珪，《擁嘩を欝獣載がへ　脚く州蕉盤をつく

るゆ

第鍛階の簸後に，灘鮒搾ゲ饗憶鷲｛蜘灘／か咄てし崖／篭つてジそ）中の運婁臆とまつてし

まう。1、，、かU，以葡¢犠力鋤．芦一ンに織｝懸・麟鍵や螺鍵鱗1罐豊が流れることはつガづ

く．1舞地前縁の沈降帯や台地の沈降帯は堆欝1勿で悔られ，アイソスタシーで、／昇す翫惑星

的割叡，籔の張力が長く更新されないならば，平和とアデソスタシーの支灘の時期が始裏る・簸

殻の下の酸性脅㍗の1鋤はおとろへ，構譲鑓鋤瞬1える．嶺ズ脚／癒夕晒1蹴功に類準

平原化する．こ熱が《脚竈雛齢i滋ヂ欝撚》である．

第慧の設一　鯵縫マグマが醜撫欝鞭豊籔難の下で分離す嬰

わ編細沸助説／惑、，認騰麟鞭壁幽包蟻護蟹三俳ゲー拶）みが分離〆擦鍵i搾グ唱嫌い

所一一、ント層）下¢）部分力鳥，あるいは核の申でヲ賊され・）とい醤薄攣である。この説ではタ

彊ζ愚驚縫嚢驚讐誉蝶葦の害醗1．1三1をみちびく内部の翼鱒s茎）熱繭鷺のぼう亀ようを講える必要はない。　酸

裕三Ψク㌔賓演，マントノレ瀧．趨して』ヒ舞じなが銚，s茎ζ艶難s騨鷺総の底に対して《陥踊ドの逆ll転層》を形

成する．ごの層の．！．ブ）欝暴轄む鑓i癒撫（夢）圧力は，懸所に、款つて妻、箋うと考えられる轟それは夢主

撚、、．て，燈懸）繊1蝋（》S麟α錘『純）物麹）不均な分布¢）蘭い鮒続）繕戯靴近マ輯では（1蒙1

玉のタイヅの地向斜），費、猛くの陸臨から運ば津「篭、た広大な堆積1勿が　蹴轄就《）組を形成すること

がある．掴鑛の分布鍵）、広範な不均 ・姓（螺撒）麟購娚1妻捻顔一一．㌧轡）横の．スケづレで）

は，《曙ぴ）逆転1，．、1》／ζも，　擦噌，または萄蜘的に　至二．に伝わるので，　平・衡はお1齋r磯痛む欝

の下へ酸性げぐグ朝響が流畝，葛ことに．獣つて達せられる．つみすぎた所は，隆超した運搬地域のか

わ！）に沈降すイ．）。そして，その方鑓ヘヂ）運擁を多蕎　峯にす愚．ミニれが，サイクルの最初の段階で・

第扮説のぽうちよ飽螺乏階に禰1するむ第2のタずプの地無ll終ぽ鋼酬織力ら残ザぐい

た酸性望グマの滋入し夜ものが，銚群）繊c灘i（擁をつくる．

　　象た，催の推諭するこ浸ま騰、可能であ蚤、，すなわち，撃ントル物質の分化はどこででもは行

なわれないし、，また，1分化は簿積の減登を伴　　う．こ（場慈，s超轄轄講難鱒は酸’1塗マグ響の1分

離する地麟麟贈ぐ沈む．堆樹碧でみたされ繰む降帯弼賊／汰蛾滅の不均 礎縫つく拠眉’L

カ＆沈降を・／、）、よめる。

　　2つの羅，とも，沈降は藤罫螂／急欄グ坤廼勧（t｛曇磁脚）を生騒、、傾斜Lた惑爆、的割

れ，籍は｛短鍵一董艦羅ゲ刊）地鯉．建櫛沈降を》やわらげるためにヲ1饗域、き謹娠忍）（欝驚購），、轡1れ1三按）ゾーンに

ヘプ湖｝ハ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一』講＿＿一一・…一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌畢．階心　　　ノΣ、一湘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駆｝虞＼．～

　　　　　　　　　　　　　　　鐸鎖9鶏　sl漁騰、畿癖戴の下敬7）1　マ・歎磁）分／縫翌幅授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．，ずている漿、，盤、臨

お㌢・一ぐ1激．　：1鉦餐難生一　ゲー　）蘇暑嚢難がらながさオし燐曝　害醗L　i一1（為㎜1ぐ方・｛勃）1蒙　　幾勢陰襟マクやマがi司方ジ　　㌦く

る難それ掛鍬ど／搾グ饗癒．1 輩一、慰脈そのあど鴛臨殻に向かい，櫛贈）遡，ドゆ《掴）ステ

ージ》をつくる、，そ砂他、甑二、猿歎，簿蹴麟、嘱じ、類に1鈴するが，その．卿齢緯酸性でヶ》

ぴ）融二1猛べ鱒縁辺沈陣、1鯵碗疑．部麹）／轍樽、一噌、筆、！、管鑓）、、費性学外拭詠／鑓導熱脚

から切開面を通つてす緊ややく舗勲、る。

蓉｛弘（覇）




